
令和3年3月12日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な対
応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
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評価

◇タブレットを活用した授業を行うこと
による効果を期待いたします。
◇小学校ではタブレットが配付されまし
た。中学校でも来年度に配付されるの
でしょうか。
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各種研究発表会等の研究・研修の成
果を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生
かし、主任教諭が助言・支援を行う校
内研修等を実施しOJTを充実させる。

2

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く

り

Ｂ

学校関係者記入欄

◇校外での研修の多くが中止となっ
たことや、授業公開を実施すること
ができなかったことで、授業改善の
研修を充実させることは難しかった
が、各教科で校内研修やOJTを通
して、新学習指導要領の内容や評
価の研修、ICT活用の研修に取り組
んできた。「指導と評価の一体化」「Ｉ
ＣＴを活用した指導」についてはさら
に研修に力を入れていきたい。
◇サポートルーム１年目。専門員と
巡回指導教員の連携で効果的な取
組が定着してきた。サポートルーム
と学年教員との連携を工夫していき
たい。
◇施設や設備の破損については、
速やかに対応し修理・修繕を行って
きた。しかし、保護者アンケートで校
舎の老朽化を心配する声もあった
ので、日々の点検を確実に実施し
ていきたい。
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①「地域や社会をよくするために何をすべ
きかを考えることがありますか？」の問に
「よくある」または「どちらかというとある」と
回答したた生徒の割合
４：６０％以上
３：４０％以上６０％未満
２：２０％以上４０％未満
１：２０％未満

②保護者による学校生活アンケートで「学
校の様子をＨＰ・メールや学校からの案内
プリント等で知ることができる。」という問
いに「とても思う」または「思う」とと答えた
保護者の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満

B

◇「早寝・早起き・朝ごはん」の取組
は感染症予防のための取組と併せ
て実施した。３年生の質問紙調査の
結果では、朝食を毎日食べている
生徒の割合が83%であり、引き続き
取組に力を入れる必要がある。
◇今年度は調理実習は実施できて
いないが、家庭科の授業で食育に
力を入れて取り組んでおり、生徒の
意識も高まっている。また、栄養士
が給食だよりや掲示板を工夫し、給
食での食育も推進している。
◇秋に体育祭を実施することができ
た。活動の制限などもあるが、部活
動の取組も多くの部で充実してきて
いる。
◇感染症予防は養護教諭を中心に
学校全体でしっかり取り組んでい
る。

Ｃ
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①数学の観点別評価で「数学の技能」が
Ａの生徒の割合
４：８０％以上
３：６０％以上８０％未満
２：４０％以上６０％未満
１：４０％未満

②保護者による学校生活アンケートで「学
校は、子どもの能力を適切に評価し、学
習意欲を高めている」という問いに「そう思
う」または「どちらかというと、そう思う」とと
答えた保護者の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満

3

令和２年度　大田区立糀谷中学校　自己評価　報告書

地域教育連絡協議会において、児
童・生徒の変容等の具体的な資料を
作成して、評価に必要な学校の情報
を適切に提供し、適正な評価を受ける
よう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価
等の基本情報、児童・生徒の活動情
報等をホームページ等で公開及び更
新することにより、積極的に情報を発
信する。

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。
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目標に対する成果指標
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◇保護者や地域へ授業や行事の公
開をすることが難しくなり、ＨＰや
メール、学校便り・学年だよりで学
校の様子をお知らせできるように努
めてきた。
◇学校支援地域本部については、
コーディネーターを１名増やし、活
動の推進のための準備を始めてい
る。
◇地域の行事もなくなり、生徒のボ
ランティア活動の機会を作ることが
できなかったが、講話による防災活
動拠点訓練、地域の事業所の方に
よる職業講話、老人ホームや福祉
施設への和太鼓・吹奏楽演奏ＤＶＤ
の提供など、多少なりとも地域とつ
ながりをもつ取組を実施することが
できた。

◇コロナ禍の中で学校にはなかなか行
けず、コメントがしづらいです。この状
況で、先生方は精一杯の努力をしてい
ると思われます。子どもたちのためにこ
れからも頑張ってください。
◇今年度、地域の行事が全くできな
かった。この状態が楽でよいというふう
になるのが心配である。これからは、
地域との連携が大切になる。
◇コロナ禍で、生徒の実態について生
の情報が例年より少なかった。
◇密を避けた中での町会と学校との活
動がもっとできればよい。
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大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。
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特別出張所、町会と連携し、地域の
特性を生かした安全・防災教育を推
進する。

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育
活動を実践する。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられ
る児童・生徒に対して組織的に対応
する。

1

2

4%

3

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

授業公開日の授業評価を、その後の
授業改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校
における特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を
通して、食生活の充実・改善をねらい
とした「食育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立
を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談
し、一人ひとりの学習のつまずきや学
習方法について、指導する。

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、
いじめの未然防止、早期発見等のた
めの取組を実施する。

小中一貫による教育の視点に立った
生活指導の充実により、社会のルー
ルや学校のきまりなどを守ろうとする
意識を高める。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

◇コロナ禍で制限されている中で、でき
る限りやっていただいていると思いま
す。
◇行事がなかった分、勉強がはかどっ
たという他校の先生の話があった。勉
強がはかどった分、それ以外の活動が
不足し、人間性を育むのが難しいか。
勉強と行事とバランス良くできたらよ
い。

◇１学期に生徒との面談をもつこと
ができず、全員面談の機会が減り、
学習カルテを基にした学習面の指
導が不十分になってしまった。
◇休校期間が続き、授業で習熟の
ための時間の確保が難しくなり、ス
テップ学習に取り組ませることがで
きなかった。ステップ学習の他にも、
ドリルパーク、eboardなどのＰＣやタ
ブレットで取り組める教材があるの
で、生徒一人一人に合ったものを活
用したい。
◇補習参加への呼びかけは全員の
教員がやっているが、参加生徒数
の伸びは多くない状況である。補習
教室の教材の工夫・改善を図りた
い。
◇授業作成プランの作成時期が遅
くなってしまったが、各教員が授業
改善に生かしている。

授業改善推進プランを、授業に生か
す。

感染症予防、生活習慣病防止など健
康の保持、増進に関わる教育を推進
する。

問題行動・不登校問題等にかかわる
児童・生徒に関するケース会議等を
実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した
授業等を行う等道徳指導充実のため
の取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組
等を通して、児童・生徒や保護者に対
し、望ましい生活習慣についての意識
啓発を行う。
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①生徒による学校生活アンケートで「部活
動に積極的に参加している。」という問い
に「そう思う」または「どちらかというと、そ
う思う」とと答えたと答えた生徒の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満

②保護者による学校生活アンケートで「子
どもは、健康や安全に気を配って生活で
きている。」という問いに「そう思う」または
「どちらかというと、そう思う」とと答えた保
護者の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満
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①生徒による学校生活アンケートで「学校
の規則や規律を守って生活している。」と
いう問いに「そう思う」または「どちらかとい
うと、そう思う」とと答えたと答えた生徒の
割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満

②保護者による学校生活アンケートで「子
どもの学校生活や学習の課題に、学校は
適切に対応している。」という問いに「そう
思う」または「どちらかというと、そう思う」と
と答えたとと答えた生徒の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満

①生徒による学校生活アンケートで「分か
りやすい授業が行われている」という問い
に「そう思う」または「どちらかというと、そ
う思う」とと答えた生徒の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満

②保護者による学校生活アンケートで「施
設･設備の整備･修理は適切に実施されて
いる」という問いに「そう思う」または「どち
らかというと、そう思う」とと答えた保護者
の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満
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◇夜で歩く子供もあまり見なくなった。
悪い噂もきかない。この状況（コロナ
禍）が開けた後に子どもたちがはじけ
なければいい。

◇体育祭の日程変更による開催など、
臨機応変に対応されていて良いと思い
ます。
◇体育祭で、「お弁当を作ったのに観
戦できず残念だった」という声を聞い
た。
◇全日本バトン選手権に参加する生徒
がいる。

◇文字を書くことが難しい子供が板書
を写すのにタブレットを活用できるとよ
い。

1

◇生徒会によるブランケットルール
の検討などの取組により、生徒の
ルールやきまりを守る意識が高まっ
ている。小学校と共通の生活スタン
ダードの周知もしっかり行っていき
たい。
◇各学年の道徳教育推進担当者が
中心となり、道徳の教材や課題を工
夫し、指導の充実を図っている。今
年度の実施内容を年間指導計画別
葉に書き込み、学校全体としての計
画の見直し・改善も図っていきた
い。
◇学校生活調査、hyper-ＱＵなどを
各学級で有効に活用し、教育相談
の充実を図っている。研修などを通
して、さらなる有効活用を図っていき
たい。
◇いじめや問題行動・不登校などの
課題については、対応の難しいケー
スも多いが、必要な会議を生活指
導部会の中に位置づけ確実に実施
している。月に１回、ＳＳＷにも出席
してもらうことになり、取組の充実が
図れている。
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算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護者に
知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英
語の補習を実施する。

3

3

4

3

5

論理的、科学的な思考力の育成を目
指し、「おおたのものづくり」を生かし
た体験活動や理数授業等を実施す
る。

1

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供

の
育
成

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施す
る。

3

他者の人権を尊重する人権教育の推
進を目指し、人権教育資料等を活用
した授業を実施する。

4

1

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用
し、外国の方々とのコミュニケーション
能力の育成等を図っている。

2

①外国語の観点別評価で「コミュニケー
ションへの関心・意欲･態度」がＡの生徒の
割合
４：８０％以上
３：６０％以上８０％未満
２：４０％以上６０％未満
１：４０％未満

②「自分には、よいところがある。」という
問いに「当てはまる」または「どちらかとい
うと、当てはまる」と答えた生徒の割合
４：８０％以上
３：６０％以上８０％未満
２：４０％以上６０％未満
１：４０％未満

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

体力テストの結果を踏まえ体力向上
全体計画を作成し、計画に基づいた
体育指導や「一校一取組」運動や「一
学級一実践」運動を実践する。

Ｄ 0

Ａ 5

◇生徒数４４９名、学級数１３学級、教員数２５名
◇特色ある教育活動としては、次の４点が挙げられる。①大田区人権教育研究協力校として、人権感覚を高めるための取組を、夜間学級や近隣の小学校とも連携を図りながら実践している。②「子どもの『生きる力』を育むプログラム～大田区における特色のある教育
の推進～」事業実施校として、「いじめ防止プログラム」を実施し、生徒の自己肯定感の高揚を図っている。③町会及び関係機関と連携した防災・避難訓練（学校防災活動拠点訓練）の実施を通して防災・安全についての意識を高めている。④大田区不登校対策事業実
施校として、教育センターや適応指導教室、小学校との連携を図り、不登校の改善や未然防止のための取組を進めている。

1

3

◇外国語教育指導員の派遣時間が
増え、英語の授業での活用は進ん
でいる。英語カフェなど休み時間の
活動場面の充実が課題である。
◇農業体験、職場体験、ものづくり
教育・学習フォーラムなどが中止と
なり、体験活動の充実は図れなかっ
た。本校の特色としても、体験的活
動の充実には工夫して取り組んで
いきたい。
◇デジタル教科書の普及により、日
常的にＩＣＴを活用する教員も増えて
きた。来年度からの生徒１人１台の
タブレット配布に向けて、個別に研
修を進めているところである。
◇体力向上の取組は、保健体育科
を中心に推進しているところではあ
るが、学校全体で取り組んでいくと
いう意識は少ない。コロナ禍で運動
不足になり、体育の授業中や部活
動中のけがも多かったので、これま
で以上に安全への配慮が重要と
なっている。

Ａ

3

1

Ｄ 0

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

Ａ 6

3

Ｃ 0

3

Ｃ 0

Ｄ 0

Ａ


